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「大学生による地域の学校支援活動の組織化に関する研究」報告（その１）
—平成23年度「地域の小・中学校における学習支援ボランティア活動」の現状と課題—
　本稿は、平成 23 年度に大学の近隣に位置する小学校と中学校で実施された大学生による学校支援ボランティア活動の結果の報告であ
る。学校支援ボランティア活動の意義は、(1) 小中学校にとっての「開かれた学校づくり」への貢献、(2) 教職課程履修学生にとっての
教育現場体験の機会の確保、(3) 新しい学校文化の創出の可能性である。今後の課題は、(1) 学校支援ボランティアの活用の可能性の再
検討、(2) ボランティア・コーディネーターの役割の再検討である。
　This paper is record of the result of school support activities by university students volunteers at primary and middle schools in 2011. 
Significances of school support activities by university students volunteers are as follows. (1) A contribution to school management 
which is open to the local community. (2) Acquisition of opportunities to experience school education scene for student teachers. (3) 
Possibilities of creation of new school cultures. Issues for the future are as follows. (1) Reexamination of active use of volunteers of 
school support activities. (2) Reexamination of roles of volunteer coordinators.
１．はじめに
　現在の日本社会では、多様な児童生徒のニーズへの対応
や地域の特性に応じた教育課程の編成など、学校教育が担
うべき役割が拡大してきている。そのような状況の中で、
学校教育を支援する活動として、地域社会における学校支
援ボランティア活動に期待が寄せられている。地域社会と
の連携や地域社会への貢献が社会的に期待されている大学
においても、地域の学校における学校支援ボランティア活
動への参加は重要な社会的役割の１つであると言える。大
学による地域貢献にもつながるという意味で日本の高等教
育行政の動向とも合致する重要な事業として位置付けるこ
とができる。
　また一方で、大学生による学校支援ボランティア活動は、
地域の学校教育の支援というだけでなく、教職課程を履修
している学生にとっては、教育実習や介護等体験学習以外
で教育現場を経験する貴重な機会であり、教員養成におけ
る重要な体験活動の機会となる効果が期待される。
　本研究は、大学生による学校支援ボランティア活動を組
織的な活動として発展させていくための実践と研究及び研
究担当者の専門領域を生かした地域の学校教育への支援を
おこなう事業等を組織化していくための基礎的な研究を目
的としている。
　今回の報告（その１．）では、現在実施されているいく
つかの学校支援ボランティア活動の中から、平成 23 年度
に本学の学生が近隣の小学校・中学校において実施した「学
習支援ボランティア活動」の現状と課題を報告する。
２．平成 23 年度「地域の小・中学校における学習
　　支援ボランティア活動」の概要
２−１．活動の背景
　静岡文化芸術大学に隣接する小学校である東小学校及び
近隣の中学校である中部中学校においては、本学開学以来
今日に至るまで、両学校の各種活動に対して、継続的に大
学生による学習支援ボランティアの派遣をおこなってき
た。
　この学習支援ボランティア活動は、大学側からみれば、
教職課程を履修する学生にとっての教育実習や介護等体験
学習以外で教育現場を経験する機会としての意味がある。
　一方で、地域の小学校・中学校側からみれば、各学校で
の活動における地域社会との連携活動として意味がある。
　また、平成 22 年度から浜松市内のすべての小・中学校
で取り組みが開始された「小中一貫教育」の推進にとって
も、大学生による小・中学校における学校支援ボランティ
ア活動は有力なサポートとなることが期待される。
２−２．活動の概要
（１）東小学校における学習支援活動の概要
　東小学校においては、これまで授業での学習支援活動や
校外活動の支援、運動会の手伝い、読み聞かせボランティ
ア等を実施してきたが、平成２３年度においては、日常の
授業での学習支援活動を中心におこなった。
　実施手順は、東小学校側から提示された年間行事予定表
と授業時間割表にもとづき小学校側が作成したサポートを
希望する時間帯一覧にもとづき、学習支援活動参加希望ボ
ランティアを募集し、名簿を作成し、それぞれの時間帯の
授業の学習支援活動に従事させた。
　募集対象の学生は、主として教職課程科目受講生（１年
生〜４年生）である。また、通常の授業時間以外での活動
への支援（たとえば体力テストの手伝い等）の依頼が生じ
た際にはそれに応じて随時学生を募集し、支援活動に従事
させた。
・参加学生数：７名（内訳は、４年次生５名、３年次生２名）
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・活動時期：平成２３年１０月２５日〜平成２４年１月
１９日
・参加学生の活動日数（合計）：１７日（１名）、１６日（１
名）、８日（２名）、５日（１名）、４日（２名）
（２）中部中学校における学習支援活動の概要
　中部中学校においては、これまで、平成 21 年度、22
年度と継続して「放課後補充学習会」（１年生〜３年生ま
での「英語」と「数学」を中心とした放課後補充学習、約
１時間程度）の支援に協力してきており、平成 23 年度も
同様の事業への協力をおこなった。
　実施手順は、中学校側が作成した年間行事予定表にもと
づき、学生の支援を必要とする日程表を確認した上で、中
学校側が作成した前年度のサポート学習内容のサンプルを
もとに、学習支援活動参加希望ボランティア学生を募集し、
名簿を作成し、それぞれ放課後の学習支援活動（「放課後
補充学習会」）に従事させた。募集対象の学生は、主とし
て教職課程科目受講生（１年生〜４年生）である。
<A. 前期実施分 >
・参加学生数：１８名（内訳は、１年次生１２名、２年次
生１名、３年次生５名）
・活動時期：平成２３年６月２日〜７月１１日
・参加学生の活動日数：５日（４名）、４日（５名）、３日
（１名）、２日（７名）、１日（１名）
<B. 後期実施分 >
・参加学生数：１４名（内訳は、１年次生４名、２年次生
４名、３年次生２名、４年次生４名）
・活動時期：平成２３年１０月３１日〜平成２４年１月
３１日
・参加学生の活動日数：７日（３名）、６日（２名）、５日
（４名）、４日（３名）、３日（２名）
（３）学習支援ボランティア活動参加学生へのアンケート
　　　の結果
A. 参加した理由（自由記述）
・教員を目指すにあたって学校現場・子どもたちの様子を
肌で感じたかったから（４年生）。
・実習前に教育現場を自分の目でみて体験したいと思った
ため（４年生）。
・ボランティアに参加することによって、地域の小・中学
生と触れ合える貴重な機会になると思ったのと、自分自
身にとても良い勉強・経験になると思ったから（４年生）。
・小学生と触れ合い、授業のサポートができるとても良い
機会だと思い、参加しました（４年生）。
・塾業界を志望していたので。教え方やコミュニケーショ
ンの取り方を知る機会になればと思い、参加しました（４
年生）。
・子供のものつくりに興味があり、図工の授業の様子や教
え方等が知りたかったから（３年生）。
・中学校の現場の受験に対しての状況を見てみたかったか
らです（１年生）。
・社会貢献、教えることに興味があったから（１年生）。
B. 今回の学習支援活動に関する感想（自由記述）
・最初は中学生となじめるか自分が教えたことを分かっ
てもらえるかが不安でしたが、回数を重ねていくうちに
色々な生徒と話をすることができました。勉強の方もヒ
ントを出しながら生徒に考えさせてみた結果、徐々に分
かってもらえたような気がします。自分が教えたことに
よって分かってもらえるということは、想像していた以
上に嬉しかったです。と同時に、教えること、自分は分
かっていても相手に分かりやすく伝えることの難しさを
感じ、とても勉強になりました。中学生と接した時間は
とても充実していて、貴重な経験になりました（４年生）。
・生徒の人数も少なく、１対１で教えられたのでじっくり
できて良かったです。生徒が求めている解説（レベル・
内容をできる限りピンポイントで）を考えるのが大変で
したが、とても勉強になり、教える事の醍醐味でした。
はじめはお互いに緊張していましたが，徐々に慣れてき
てとても楽しい時間でした（４年生）。
・ボランティアで生活科や理科の授業を見学させていただ
く機会があり、それが大変参考になりました。低学年の
子はなついてくれて嬉しかったです。高学年の子にはな
かなか接し方がつかめず苦労しましたが、「ありがとう
ございます」と言ってくれた時は嬉しかったです（４年
生）。
・児童たちは学ぶ意欲があり、間違えてもがんばる力があ
り、教えていてとても楽しかったです。今回とは別の機
会ですが、運動会のボランティアもしたことがあり、と
ても良い経験になりました。大学生のうちに学校に入っ
て教えることができる機会があるということは本当にう
れしく思いました。もっともっと多くの授業に行ってみ
たかったです。ありがとうございました（４年生）。
・同じ学年（友達）目線と、教師側の目線両方の立場で子
供たちと接することができてよかった（４年生）。
・学校・子どもたちの様子をボランティアという立場で眺
めたが、先生の発問の仕方、児童への提示、時間配分（問
題の）など学ぶことが多かった。児童も様々な子がいて、
楽しかった反面、付き合い方の難しさを感じた。言って
もなかなか言うことを聞かない児童、勉強を放棄してい
る児童（放棄というと言い方が悪いが）に対する働きか
けは難しいと思った（４年生）。
・子供の想像をなるべく邪魔せずに作業をうながすこと
や、もっていきたい方向への導き方（興味のもたせ方）
などが少し勉強になった（３年生）。
・生徒さんがまじめに取り組んでくれたことがよかったで
す。また、マンツーマンで対応した時に、理解するプロ
セスみたいなものを、少しですが、感じることができた
ように思いました（１年生）。
・中学校における英語教育の難しさを痛感しました（１年
生）。
平成 23 年度中部中学校における学習支援活動
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３．地域の小・中学校における学校支援ボランティ
　　ア活動の意義と課題
３−１．活動の意義
（１）地域の小・中学校における「開かれた学校づくり」 
　　　への貢献
　「学校支援ボランティア活動」の意義については、平成
８年７月の中央教育審議会答申（「21 世紀を展望した我
が国の教育の在り方について」）や平成９年の「教育改革
プログラム」において「開かれた学校づくり」における意
義が示されている。また、平成１１年６月の生涯学習審議
会答申（「学習の成果を幅広く生かすー生涯学習の成果を
生かすための方策について」）においては、生涯学習の視
点から、学校を「地域に根ざした学校」にするために、地
域住民による多様な「学校支援ボランティア活動」の充実
が重要であると述べられている。
　地域の教育資源の一つである大学の学生による地域の
小・中学校における学習支援活動には、地域の小・中学校
における「開かれた学校づくり」の一環をになう活動とし
ての意義がみられる。
（２）教職課程を履修する学生における教育現場体験の機
　　　会の確保
　教職課程を履修している学生にとっては教育実習や介護
等体験学習の機会以外で教育現場を経験する貴重な機会で
あり、教職課程の学習経験を補強する意義がある。
　現行の「教育職員免許法」にもとづく教員免許取得のた
めの必修科目として規定されている教育実習の期間は、小・
中学校の教員免許については４週間、高等学校については
２週間が最低基準として設定されている（小・中学校の教
員免許についてはその他に特別支援学校及び社会福祉施設
において介護等体験学習を７日間履修することが規定され
ている）。それらの期間は、ヨーロッパ諸国における教育
実習期間に比べると短期なものでしかない。日本における
教員養成改革の結果として設置された「教職大学院」では
長期にわたる教育実習が必修として課されているが、学部
段階における「教育実習」期間を補強するための一つの方
策として、教職課程を履修している学部学生による「学校
支援ボランティア活動」に参加することの意義を見出すこ
とができる。
（３）「学び続ける教員像」の確立と新しい学校文化の創出
　　　の可能性
　平成２４年８月の中央教育審議会答申「教職生活の全体
を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」で
は、「優れた教員の養成、研修や確保は、大学や学校の中
だけで行うのではなく、学校支援に関わる関係者をはじめ
とする社会全体の力を結集して取り組んでいくことも必要
である」と述べられており、随所で「学び続ける教員像」
の確立が強調されている。
　地域の小・中学校において、将来の教員を目指す大学生
が学校支援ボランティア活動に従事することは、その「学
び続ける教員像」の確立を促進する機会の提供ともなるこ
とが期待される。
　「学校支援ボランティア活動」は、教員養成段階にある
学生にとってだけでなく、学校支援ボランティアを受け入
れる小・中学校側の教員にとっての研修としての意味を
もっているものと思われる。
　小学校と大学または中学校と大学という学校間連携の中
で「協働」することによって支援活動に従事する大学生も、
支援活動を受け入れる小・中学校の教員側も、ともに互い
の文化を交流させ、「学び続ける」ことによる新たな文化
の創出に関わる可能性を見出すことができる。「学校支援
ボランティア活動」を媒介として「学び続ける教員」たち
は、新しい学校文化を創出していく可能性をもっている。
３−２．活動の課題
（１）学校支援ボランティアの活用の可能性の再検討
　現在の東小学校や中部中学校での活動は、放課後や通常
の授業における学習支援ボランティア活動を中心におこ
なっているが、それ以外にも、「総合的学習の時間」や「特
別活動」の時間、部活動等における学校支援ボランティア
の積極的な活用の例が全国各地でみられる。今後の課題の
１つは、放課後や通常の授業以外の場での、学校支援ボラ
ンティア活動の活用の可能性を探ることにある。
　たとえば、平成２２年度から浜松市内のすべての小・中
学校において実施されている「小中一貫教育」の実践にお
いても、学校間連携による教育効果の向上という観点から
みると、同様な効果をもつ学校支援ボランティア活動の導
入によって、相乗効果がもたらされることが期待される。
（２）学校支援ボランティア活動の組織化におけるボラン
　　　ティア・コーディネーターの役割の再検討
　現在の東小学校や中部中学校での活動は、教育委員会等
の教育行政機関によって調整された活動ではなく、それぞ
れの学校と地域の大学との間の学校間連携による活動とし
て個別に実施しているものである。
　全国的にみても、学校支援ボランティア活動のタイプは、
教育委員会によってボランテティア活動を組織するタイプ
と各学校が各地域で学校独自にボランティア活動を組織す
るタイプの２種類に大別されるが、どちらの場合も、重要
になってくるのは、ボランティア活動の調整者（ボランティ
ア・コーディネーター）の果たす役割である。
　現在は、東小学校にしても中部中学校にしても、学校支
援ボランティア・コーディネーターが設置されているわけ
ではなく、各学校の教員が、ボランティア・コーディネー
ター役を兼ねている。大学の側にも、地域の学校支援活動
を支援するボランティア・コーディネーターが設置されて
いるわけではなく、現在は、教職課程担当教員がボランティ
ア・コーディネーター役を兼務している状況である。
　今後、安定した学校支援ボランティア活動の維持を考え
るためには、地域の活動の中心となる「学校地域支援本部」
等の組織体制を整備し、ボランティア・コーディネーター
を中心とした活動の調整が必要になるものと思われる。
（注記：本報告は平成 23 年度に配分を受けた学部長特別
研究費に対するものである。）
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